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平
成
十
七
年
九
月
例
会
・
日
本
医
史
学
会
神
奈
川
地
方
会
第
二
十
七

回
学
術
大
会
合
同
講
演
会

平
成
十
七
年
九
月
十
七
日

神
奈
川
県
救
急
医
療
中
央
情
報
セ
ン
タ
ー

｜
例
会
記
録
一

劣
珠
溌
記
事
弗
劣
劣
劣
劣
詫
夫
糸
沸
珠
溌
夫
火
兆
糸
詣
恭
弗

一
、
ウ
ル
ソ
デ
キ
シ
コ
ー
ル
酸
（
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
の
発
見

佐
分
利
保
雄

一
、
矯
正
給
食
か
ら
窺
え
る
庶
民
日
常
食
の
史
的
観
察

日
野
英
子

一
、
明
治
期
の
精
神
病
院
に
於
け
る
看
護
婦
養
成
に
つ
い
て

１
１
府
立
巣
鴨
病
院
の
実
態
か
ら

澤
田
恵
子

一
、
黒
死
病
は
ペ
ス
ト
か
ｌ
黒
死
病
の
謎

滝
上
正

ド
イ
ツ
の
○
題
画
ヨ
ョ
胃
里
９
口
は
一
九
○
二
（
明
治
三
五
年
）
、
ク
マ

の
胆
汁
か
ら
一
種
の
胆
汁
酸
を
発
見
し
た
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
年
）
、

正
田
政
人
が
ク
マ
の
胆
汁
を
精
製
し
結
晶
状
の
胆
汁
酸
を
得
、
構
造
決

定
し
て
、
ウ
ル
ソ
デ
オ
キ
シ
コ
ー
ル
酸
と
命
名
し
、
世
界
で
最
も
古
い

生
化
学
雑
誌
脚
配
湧
巨
ゞ
の
言
日
に
掲
載
さ
れ
た
。
ウ
ル
ソ
は
ク
マ
の

学
名
で
た
と
え
ば
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
ご
『
農
の
言
富
国
目
の
と
呼
ば
れ

る
。
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
ヒ
ト
の
一
次
胆
汁
酸
で
あ
る
ケ
ノ
デ
オ
キ
シ
コ
ー
ル

酸
の
立
体
異
性
体
で
３
α
、
７
且
ン
ヒ
ド
ロ
オ
キ
シ
５
β
・
コ
ラ
ン
・

二
四
酸
で
あ
る
。
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
毒
性
が
少
な
く
強
い
利
胆
作
用
が
あ
る
。

近
年
ケ
ノ
デ
オ
キ
シ
コ
ー
ル
酸
に
よ
る
胆
石
溶
解
作
用
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
が
、
そ
の
立
体
異
性
体
で
あ
る
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
も
同
様
な
効
果
が
認

め
ら
れ
、
広
く
臨
床
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

胆
汁
酸
の
研
究
は
二
○
世
紀
の
初
め
ご
ろ
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
始
ま
っ

た
。
な
か
で
も
、
函
①
亘
ｇ
ｏ
目
皇
器
目
は
一
九
二
七
年
胆
汁
酸
の

研
究
で
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
。
舅
の
一
四
己
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、

ベ
ル
リ
ン
、
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
学
び
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
大
学
の
教
授
を
務
め
た
。
彼
の
下
に
は
日
本
か
ら
も
幾
人
か
が
留

学
し
た
。
京
都
大
学
生
化
学
の
清
水
多
栄
（
と
み
ひ
で
）
も
そ
の
一
人

一
例
会
抄
録
一

ウ
ル
ソ
デ
キ
シ
コ
ー
ル
酸
（
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
の
発
見佐

分
利
保
雄
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で
、
胆
汁
酸
の
先
駆
物
質
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
哺

乳
類
か
ら
魚
類
ま
で
各
種
の
動
物
の
胆
汁
を
調
べ
れ
ば
そ
の
中
間
物
質

が
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
た
。
彼
は
一
九
二
三
年
、
弱
冠
三

四
歳
で
生
化
学
教
授
に
な
っ
た
。
そ
の
下
へ
、
正
田
政
人
が
学
位
を
得

る
た
め
に
入
門
し
た
。
山
口
県
の
人
で
あ
る
ｃ
彼
に
与
え
ら
れ
た
テ
ー

マ
は
ク
マ
の
胆
汁
で
あ
っ
た
。
彼
は
ク
マ
の
胆
汁
か
ら
胆
汁
酸
の
結
晶

を
取
り
出
し
た
。
融
点
二
○
三
度
で
あ
っ
た
。
そ
の
化
学
構
造
が
決
定

し
、
ド
イ
ツ
語
で
論
文
が
書
か
れ
、
正
田
政
人
は
医
学
博
士
の
学
位
を

得
た
。
ウ
ル
ソ
と
か
ウ
ル
ソ
酸
な
ど
の
商
品
名
で
十
社
以
上
の
薬
品
会

社
か
ら
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ａ
製
剤
が
市
販
さ
れ
て
い
る
が
、
正
田
政
人
博
士
も
清

水
教
授
も
そ
れ
を
知
ら
ず
。
す
で
に
故
人
と
な
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
産
学
一
致
が
叫
ば
れ
、
役
に
立
つ
学
問
が
珍
重
さ
れ
て
い
る

が
、
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
純
学
問
が
い
つ
の
世
に
か
実
世
界
に
役
立
つ
こ
と
の

あ
る
一
例
で
あ
ろ
う
。
今
、
た
と
え
役
に
立
た
な
く
と
も
、
純
学
問
を

軽
視
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、
科
学
史
上
他
に
も
幾
ら
も
例
が
あ
る

の
で
あ
る
。

（
平
成
十
七
年
九
月
例
会
）

宮
廷
や
貴
人
の
食
事
に
つ
い
て
は
古
文
書
の
多
く
に
現
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
の
食
生
活
が
窺
え
る
が
、
庶
民
の
食
生
活
を
詳
細
に
記
述

す
る
も
の
は
少
な
い
。

矯
正
給
食
か
ら
窺
え
る
庶
民
日
常
食
の
史
的
観
察

日
野
英
子

庶
民
の
日
常
食
に
近
い
も
の
と
し
て
、
囚
人
に
対
す
る
給
食
か
ら
こ
れ

を
推
測
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
古
記
録
を
調
査
し
た
。

収
容
し
た
囚
人
の
給
食
の
記
録
が
明
確
に
得
ら
れ
る
の
は
、
江
戸
時
代

中
期
以
降
で
あ
る
。
現
代
と
異
な
り
、
往
時
の
牢
獄
は
刑
の
確
定
ま
で
の

短
期
間
を
収
容
す
る
の
み
の
施
設
で
あ
っ
た
か
ら
、
生
命
を
支
え
る
に
足

る
最
低
限
の
食
事
が
短
い
期
間
給
与
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

寛
保
二
年
、
徳
川
吉
宗
の
公
事
方
御
定
書
の
公
布
以
来
囚
人
の
処
遇

に
つ
い
て
も
記
録
が
現
れ
、
給
与
さ
れ
た
食
事
か
ら
一
般
庶
民
の
日
常

の
食
生
活
が
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
お
よ
び
現
在
に
至
る
矯
正
給
食
の
変

遷
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
一
般
人
の
日
常
食
が
そ
の
時
の
社
会
を

反
映
し
て
眺
め
ら
れ
る
。

（
平
成
十
七
年
九
月
例
会
）

明
治
に
入
り
看
護
婦
の
養
成
が
始
ま
り
、
精
神
科
に
於
い
て
も
東
京

府
巣
鴨
病
院
、
根
岸
病
院
な
ど
で
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
中
で
も
府

立
巣
鴨
病
院
（
現
、
都
立
松
沢
病
院
）
の
講
習
会
は
一
九
○
三
年
（
明

治
三
六
）
か
ら
始
ま
り
、
五
○
期
生
の
卒
業
生
を
出
し
て
お
り
、
精
神

科
に
於
け
る
人
材
養
成
に
大
き
く
影
響
を
し
て
い
る
。
今
回
は
東
京
府

立
巣
鴨
病
院
に
於
け
る
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
一
九
○
三
年
か
ら
看
護

明
治
期
の
精
神
病
院
に
於
け
る
看
護
婦
養
成
に
つ
い
て

ｌ
府
立
巣
鴨
病
院
の
実
態
か
ら

澤
田
恵
子


